
株主通信
第102期 報告書

佐藤商事株式会社
証券コード：8065

2024年4月1日～2025年3月31日

株主の皆様へ

当期の概況（連結）

売上高

経常利益

営業利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

前年同期比3.9％増 

前年同期比1.4％減 

前年同期比5.2％増 

前年同期比7.1％減 

※連結みなし当期利益：連結経常利益×（1－実効税率）

2,845億円

71億円

68億円

60億円

期末配当金
1株あたり

42円

中間配当金
1株あたり

34円

配当の基本方針

連結みなし当期利益※の30％以上、
かつ下限は1株あたり年間55円

年間配当金
1株あたり

76円

株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこ
ととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜
り、厚く御礼申し上げます。

第102期の業績及び当社グループの取り組みにつき
ましてご報告申し上げます。

2025年6月
代表取締役社長執行役員

野 澤  哲 夫
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業績の概況及び今後の展望

⃝ 売上高、営業利益は過去最高を計上
⃝鉄鋼・非鉄の減少を、電子・ライフでカバー
⃝�経常利益は特殊要因を除けば実質増益であり、当期純利益は前年度と比較して不動産、政策保有
株式売却による影響があった

⃝ 引き続き雇用や所得環境の改善により景気は緩やかな回復傾向にあるものの、エネルギー価格
の高騰や金利・為替相場の変動に加え、トランプ政権による関税政策や地政学リスク等の懸念
材料も多く、先行きは不透明な状況が続くものと予想

2025年3月期
業績のポイント

今後の展望

!

!

⃝ 第102期は新滋賀支店の事業用土地取得、建物の建設などで
43億4千1百万円の設備投資を実施

事業投資・
設備投資!

売 上 高

2,900億円
営業利益

68.0億円
経常利益

72.0億円

親会社株主に帰属する
当期純利益

56.0億円

2026年3月期の通期連結業績予想

連結決算ハイライト①

第102期 財務ハイライト（連結）

中間期　    通期 （単位：百万円）

売上高 284,552百万円（前年同期比 %増　 ）

101期
2023年度

103期
2025年度

99期
2021年度

100期
2022年度

108,974

236,162

134,713 135,511

275,006 273,975

102期
2024年度

139,794

284,552

3.9
290,000
（予想）

139,500
（予想）

中間期　    通期 （単位：百万円）

営業利益 6,817百万円（前年同期比 5.2%増　 ）

2,777

6,136

2,839

6,479

2,398

5,734

101期
2023年度

2,775

6,817

102期
2024年度

103期
2025年度

99期
2021年度

100期
2022年度

2,950
（予想）

6,800
（予想）

中間期　    通期 （単位：百万円）

103期
2025年度

経常利益 7,191百万円（前年同期比 1.4%減　 ）

3,223 3,123

6,719
7,293

6,263

2,630

101期
2023年度

3,045

7,191

102期
2024年度

99期
2021年度

100期
2022年度

7,200
（予想）

3,200
（予想）

総資産　　 純資産（単位：百万円）

総資産 171,143百万円 純資産 68,454百万円

99期
2021年度

100期
2022年度

101期
2023年度

50,933

152,090

56,102 65,202

163,743 172,870

102期
2024年度

68,454

171,143

中間期　    通期 （単位：百万円）

親会社株主に帰属する
当期純利益 6,015百万円（前年同期比 7.1%減　 ）

103期
2025年度

101期
2023年度

99期
2021年度

100期
2022年度

4,016

1,728

6,194

2,138
2,786

6,478

102期
2024年度

2,826

6,015

2,700
（予想）

5,600
（予想）

中間　    期末 （単位：円）

年間配当金 76円

103期
2025年度

101期
2023年度

99期
2021年度

100期
2022年度

34

58

38

67

41

73

24 29 32

102期
2024年度

42

76

34

（中間配当金　　円、期末配当金　　円）34 42
76

（予想）

38
（予想）

38
（予想）

※上記の予想数値は、2025年5月8日公表の2025年3月期決算短信に基づき作成したものです。実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

※ 第99期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を適用しており
ますので、第99期以降の売上高につきましては当該会計基準等を適用した後の数値となっております。
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鉄鋼事業
売上高 

1,778億円
（前年同期比2.1％減）

鉄鋼事業

売上高構成比

62.5%

事業概況
当事業においては、表面処理鋼板、冷延鋼板、酸洗鋼板、棒鋼、条鋼などの普通鋼、構造用
炭素鋼、構造用合金鋼、工具鋼などの特殊鋼及び建築用の資材、機材を主に自動車、建産
機、建築、電機、造船、金型などの業界に販売しております。
また、各事業所は倉庫を所有し、切断などの一次加工も行っております。福島、栃木、神奈
川にはコイルセンターを有しております。

当期の概況
主要取引業界である商用車業界や建産機業界向けの販売が低調であったこと等に
より、売上高は1,778億9千7百万円（前年同期比2.1％減）、営業利益は33億6千5
百万円（前年同期比14.7％減）となりました。

896

1,849 1,817

中間期
売上高の推移（単位：億円）

100期
2022年度

921

101期
2023年度

1,778

893

102期
2024年度

通期

4,166 3,947

1,825

中間期
セグメント利益の推移（単位：百万円）

100期
2022年度

1,814

101期
2023年度

3,365

1,528

102期
2024年度

通期

非鉄金属事業非鉄金属事業
売上高  

419億円
（前年同期比6.8％増）

売上高構成比

14.8%

事業概況
当事業においては、アルミニウム、銅、亜鉛、鉛、メタルシリコンなどの素材及び加工
品を、主に自動車、機械器具製造、ダイキャスト製造などの業界に販売しております。
また、海外で調達した地金、自動車部品などを国内外に販売しております。

当期の概況
地金相場の上昇による価格影響等により、売上高は419億5千4百万円（前年同期
比6.8％増）となりましたが、主要取引業界である商用車業界向けの部品販売が低
調であったこと等により、営業利益は4億4百万円（前年同期比31.3％減）となりま
した。

162

483
588

中間期
セグメント利益の推移（単位：百万円）

100期
2022年度

284

101期
2023年度

404

151

102期
2024年度

通期

199

411 392

売上高の推移（単位：億円）

100期
2022年度

188

101期
2023年度

419

211

102期
2024年度

中間期 通期

電子事業電子事業
売上高 

436億円
（前年同期比21.7％増）

売上高構成比

15.3%

事業概況
当事業においては、電子機器、電気製品及び車載機器に使用されるプリント配線基板
用の積層板などの電子材料を、主に電子部品業界に販売しております。

当期の概況
主力のプリント配線基板用積層板の販売に加えて、液晶、半導体向け部材の輸出及
び部品の販売が堅調に推移したこと等により、売上高は436億3千3百万円（前年
同期比21.7％増）、営業利益は22億3千5百万円（前年同期比36.8％増）となりま
した。

619
1,190

2,235中間期 通期
セグメント利益の推移（単位：百万円）

100期
2022年度

102期
2024年度

874

1,633

101期
2023年度

711

149

295
358

売上高の推移（単位：億円）

100期
2022年度

165

101期
2023年度

436

198

102期
2024年度

中間期 通期

事業別セグメント①
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ライフ営業事業ライフ営業事業
売上高 

97億円
（前年同期比19.7％増）

売上高構成比

3.4%

事業概況
当事業においては、自社企画の金属洋食器・キッチン用品・家電製品・雑貨品を、 
主に百貨店、量販店、通信販売、ホテル及び飲食店などの業界に販売しております。
加えて顧客オリジナルのOEM事業を推進しております。

当期の概況
自社提案商品の海外向け販売が堅調に推移したこと等により、売上高は97億4千4
百万円（前年同期比19.7％増）、営業利益は4億3千万円（前年同期比77.9％増）と
なりました。

売上高の推移（単位：億円）

100期
2022年度

101期
2023年度

中間期 通期

86 81

45
36

102期
2024年度

97

42

187
302 241

中間期 通期
セグメント利益の推移（単位：百万円）

100期
2022年度

101期
2023年度

22

430

102期
2024年度

102

機械・工具事業機械・工具事業
売上高 

68億円
（前年同期比56.7％増）

売上高構成比

2.4%

事業概況
当事業においては、旋盤、フライス盤、研削盤、マシニングセンタなどの工作機械及
び工場生産ライン一式、ならびに切削工具、作業工具などを自動車業界を主力に販
売しております。

当期の概況
国内の拠点網を活用しながら、取引先への販売活動を積極的に推進したこと等によ
り、売上高は68億8千9百万円（前年同期比56.7％増）、営業利益は2億2千7百万円
（前年同期は営業損失6千3百万円）となりました。

43

売上高の推移（単位：億円）

100期
2022年度

101期
2023年度

中間期 通期
62

33

22

68

102期
2024年度

29

227中間期 通期
セグメント利益の推移（単位：百万円）

100期
2022年度

102期
2024年度

△38

△64
26

△63
101期
2023年度

△37

営業開発事業営業開発事業
売上高

44億円
（前年同期比2.1％減）

売上高構成比

1.6%

事業概況
当事業においては、次世代を視野に入れた商品の開発を行いながら、独自の技術を持
つメーカーのクレーン、LED照明、空調やコンプレッサーなどの環境配慮型製品の販
売をしております。また、農業用加温機の設置工事も請け負っております。

当期の概況
前期に大型物件があった影響で売上高は44億3千3百万円（前年同期比2.1％減）と
なりましたが、原価低減に努めながら主力の商材及び工事案件を適宜受注したこと
等により、営業利益は1億5千4百万円（前年同期比17.3％増）となりました。

22

46 45

売上高の推移（単位：億円）

100期
2022年度

19

101期
2023年度

44

22

102期
2024年度

中間期 通期

57

22
45

131

セグメント利益の推移（単位：百万円）
中間期 通期

100期
2022年度

101期
2023年度

91

154

102期
2024年度

事業別セグメント②
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佐藤商事が目指すこと

佐藤商事の強み

当社は独立系鉄鋼商社として独自のポジションと競争力を持ち、柔軟で幅広い調
達力、迅速な対応力を武器に顧客に高い付加価値を提供しています。

それぞれの部門が、顧客のニーズに応じた柔軟なサービスを提供しており、中小企
業から大企業まで幅広い顧客層をサポートしています。

日本国内に41か所、海外に21か所展開し、地域密着型のアプローチを大切にして
います。特に成長著しいアジア地域での取引が拡大しており、グローバル化が進
む中で競争力を高めています。
鉄鋼、非鉄金属、電子部品、機械、ライフ事業といった多角化された事業展開によ
り、取引先企業にとっては単なる商材供給業者ではなく、「総合的な事業パート
ナー」としての存在感を発揮しています。
鉄鋼・非鉄金属、電子事業、機械、ライフ営業、営業開発といった多様な部門が、異な
る業界や顧客層に向けた事業を展開している点が大きな特徴です。この多角化によ
り、単一市場への依存を回避し、リスク分散を図っています。

多角的な
事業ポートフォリオ

独立系　鉄鋼商社

顧客密着型のサービス提供

国内外約60か所の
ネットワーク

パートナーとしての信頼性

経営方針

会社経営の基本方針

社内の管理体制
流通・サービスを通じて広く社会に貢献する

　当社はあらゆる企業活動において法令を遵守し、内部管理体制を一層強化して透明性の高い経営体制を構築してまいります。
⃝ 多額の取引、国内外の新会社の設立、既存会社への投資については「与信投資委員会」で多角的な視点から審査を実施しております。
⃝ 加工不良などによる大きな損失の発生を抑制するため、加工品受注検討表を作成し管理しております。また、あらかじめ指定した特
定取引については、受注時から一定の条件で制限することでリスク軽減を図っております。
⃝ コンプライアンス体制強化に向けた取り組みの一環として「コンプライアンス委員会」を設置し、コンプライアンス経営実現のため議
論を重ねています。
⃝ 入社式、社内研修、社内報などあらゆる機会を通じて、法令遵守の徹底、管理の大切さを説いています。
⃝ 必要な情報が確実に報告、連絡、相談される風通しの良い会社作りを目指しています。

当社が目指している会社像

中長期的な会社の経営戦略

　当社は94年の歴史と伝統を大切にしながら、常にチャレンジ精神と自負心をもって、変化、革新をし続ける会社です。
　今後も株主様をはじめ、お取引先様、地域の皆様、OB・OGの皆様、社員ほか全ての関係者を大切にし、「人を活かす企業」を目
指しながら、さらに経営基盤の強い、よい会社にし「企業価値の向上」を図ります。

ビジョン
「3つのSINKA」

経営の重点目標

『進化』 Evolution

3つのSINKA によるグループ全体での取り組み
人材育成の強化

労働環境のさらなる改善
人材の多様性や流動性に関する取り組み

DX 推進による業務の合理化
脱炭素（カーボンニュートラル）に向けた活動の推進

管理体制の強化

『深化』 Deepening

『新化』 New challenge
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第三次中期経営計画
（2023年度～2025年度）の進捗報告

当社グループの第三次中期経営計画（2023年度～2025年度）の進捗についてお知らせします。

１．第三次中期経営計画（2023年度～2025年度）の業績目標に関する進捗状況について

２．各経営目標の進捗状況について

第三次中期経営計画では、「3つのSINKA『進化』Evolution　『深化』Deepening　『新化』New challenge」
を掲げており、多様化する環境に対応しながら、持続的な成長の実現に向けて、安定した収益基盤を強化するとい
う方針で、各重点課題に取り組んでおります。

2年目にあたる2024年度につきましては、国際紛争等の長期化や世界的な原材料及びエネルギー価格の高騰、
金利・為替相場の変動に加え、物流コストの増加や人件費上昇など、依然として先行きは不透明な状況が続いてお
りますが、雇用や所得環境の改善による緩やかな個人消費の回復が見られたことやインバウンド需要の増加等に
より、緩やかな回復基調となりました。
中計最終年度の業績目標に対する進捗については下表のとおりです。

（連結）

（連結）

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

期間
2023年度
（前期）

2024年度
（当期） 伸び率 2025年度

（中計最終年度） 進捗率

実績 実績 前年比 中計業績目標 2024年度

連結売上高 273,975 284,552 3.9% 290,000 98.1%

連結営業利益 6,479 6,817 5.2% 6,800 100.3%

ROIC 5.5％ 5.3％ ー 5.0%以上 ー

期間
2023年度
（前期）

2024年度
（当期） 伸び率 2025年度

（中計最終年度） 進捗率

実績 実績 前年比 中計業績目標 2024年度

連結海外売上高 46,896 59,200 26.4% 58,000以上 102.2%

同比率 17.1% 20.8% ー 20.0%以上 ー

（1）海外売上高及び同比率

（2）中長期的な成長投資

投資区分
総投資額

3年間合計
（目標）

拠点/設備 9,000

IT投資 1,000

M＆A等投資 3,000

ESG投資 200

総合計 13,200

※上記の「拠点/設備」は、適時開示済の主要な案件における実績額のみを個別に記載しております。

投資区分 投資内容
既投資額
中期2年目
（実績）

既投資額
2年間累計
（実績）

第三次中計期間
2023年度 2024年度 2025年度
（中計1年目） （中計2年目） （中計3年目）

拠点/
設備※

鉄鋼部2課浦安
新倉庫土地等 91 2,758

冨士自動車興業㈱
厚木工場建物等 872 1,990

滋賀支店新倉庫土
地建物等 2,719 2,719

上記以外の投資額 212 764

小計 3,894 8,231

IT投資 基幹システム入替
検討等 809 1,089

M＆A等
投資 出資/投融資等 45 485

ESG投資 太陽光発電等 23 57

総合計 4,771 9,862

3カ年累計目標額に対する
現在までの進捗率 74.7％

特集 1
Special Feature
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（3）配当について
配当方針
第三次中計期間の最終年度にあたる2025年度の配当方針につきましては、株主還元のさらなる安定性向上を目
的として、以下のとおり配当の下限を変更いたします。

5月、当社グループ初となる決算説明資料を日本語・英語で同時に開示しました。事業概要や業績、成長戦略などを
図表やイラストで視覚的に分かりやすくまとめ、情報開示の充実を図っています。今後も誠実かつ透明な情報提供
に努め、開示内容のさらなる拡充と改善に取り組んでまいります。

配当状況

※連結みなし当期利益＝連結経常利益×（1－実効税率）

注） 上記の業績目標等は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因により目標数値と異なる場合があ
ります。

（単位：百万円）

期間
2023年度
（前期）

2024年度
（当期） 増減

2025年度
（次期）

実績 実績 配当予想

年間１株配当額 73円 76円 3円 76円
配当総額（a） 1,538 1,599 61 1,599

配当性向 23.8% 26.6% 2.8% 28.6%

連結みなし当期利益（b） 5,059 4,989 △70 4,995

連結みなし配当性向(a/b) 30.4% 32.1% 1.7% 32.0%

（4）その他

決算説明資料の開示

その他の重点課題に関する取り組み状況については、当社ウェブサイトに掲載しております
「第三次中期経営計画（2023年度～2025年度）の進捗に関するお知らせ」をご参照ください。

https://www.satoshoji.co.jp/ja/ir/management/medium-term.html

IR情報 経営方針 中期経営計画 第三次中期経営計画（2023～2025年度）

従来の配当方針
継続的な安定配当として、連結みなし当期利益※の
30%以上、かつ下限は1株あたり年間55円とする。

変更後の配当方針（現行中計期間）
継続的な安定配当として、連結みなし当期利益※の
30%以上、かつ下限は1株あたり年間76円とする。

https://www.satoshoji.co.jp/ja/ir/library/material.html

IR情報 IRライブラリ 決算説明資料
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特集 2
Special Feature

特集 3
Special Feature

環境配慮型鋼材の拡販で
脱炭素社会に貢献

当社鉄鋼部門では、環境負荷低減に貢献するため、各鉄鋼メーカーのグリーン鋼材拡販に積極的に取り組
んでいます。今年3月には、東京製鐵の低CO₂鋼材「ほぼゼロ」H形鋼3,000トンが関東建設工業の太田駅南
口再開発物件（今秋着工、2026年末竣工予定）に採用。「ほぼゼロ」の国内単一案件としては過去最大の受注
量となりました。
また、今年の8月稼働予定、千葉県浦安市の当社新倉庫では、JFEスチールのグリーン鋼材「JGreeX」を一
部鉄骨用鋼材として採用しています。これらの取り組みは、カーボンニュートラルの実現に向けた大きな一歩
であり、当社は商社として持続可能な社会づくりに寄与する鋼材を積極的にPRしてまいります。今後も環境
配慮型鋼材の普及を推進し、株主の皆様の期待に応えてまいります。

製造現場の課題解決へ　
電子事業部門が業界展示会に出展

当社電子事業部門は、6月に東京ビッグサイト
で開催された「電子機器トータルソリューショ
ン展（JPCA Show 2025）」に、総合機械メー
カーの不二越と共同で出展しました。本展示会
は電子回路や基板、実装など幅広い分野の企業
が集まる業界最大級のイベントで、当社として
は昨年に続く2回目の参加です。
今回は、人との接触を未然に防ぐ「ぶつから
ない協働ロボット」や、薄物・大型基板の搬送に
対応した多品種対応ハンド、省スペースで設置
可能なロボットなどを紹介。実機と映像を用い
て、自動化・省人化の具体的な解決策を提案し
ました。
会場では多くの来場者と商談が行われ、エレ
クトロニクス業界におけるロボット導入の関心

実機や映像を活用し、製造現場の課題解決に向けた提案を実施

浦安新倉庫　完成予想図

の高まりを実感する機会となりました。今後も
当社グループでは、製造現場の課題解決に貢献
するソリューションを積極的に発信してまいり
ます。
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連結貸借対照表（要旨） 連結損益計算書（要旨）

連結キャッシュ･フロー計算書（要旨）

個別損益計算書（要旨）

個別貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

科　目 前連結会計年度
2024年3月31日現在

当連結会計年度
2025年3月31日現在

資産の部
流動資産 128,267 125,596
固定資産 44,602 45,547
　有形固定資産 21,661 24,587
　無形固定資産 186 208
　投資その他の資産 22,755 20,751
資産合計 172,870 171,143
負債の部
流動負債 92,128 92,257
固定負債 15,538 10,431
負債合計 107,667 102,688
純資産の部
株主資本 53,186 57,423
　資本金 1,321 1,321
　資本剰余金 818 732
　利益剰余金 51,919 56,376
　自己株式 △872 △1,006
その他の包括利益累計額 11,632 10,720
　その他有価証券評価差額金 9,920 8,599
　繰延ヘッジ損益 0 △6
　為替換算調整勘定 1,711 2,126
新株予約権 369 293
非支配株主持分 14 17
純資産合計 65,202 68,454
負債純資産合計 172,870 171,143

科　目
前連結会計年度
2023年4月 1 日～
2024年3月31日

当連結会計年度
2024年4月 1 日～
2025年3月31日

売上高 273,975 284,552
売上原価 253,125 261,780
売上総利益 20,849 22,771
販売費及び一般管理費 14,370 15,954
営業利益 6,479 6,817
営業外収益 1,187 954
営業外費用 373 579
経常利益 7,293 7,191
特別利益 1,631 1,356
特別損失 72 145
税金等調整前当期純利益 8,851 8,402
　法人税、住民税及び事業税 2,259 2,548
　法人税等調整額 111 △163
　非支配株主に帰属する当期純利益 2 2
親会社株主に帰属する当期純利益 6,478 6,015

科　目
前連結会計年度
2023年4月 1 日～
2024年3月31日

当連結会計年度
2024年4月 1 日～
2025年3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,229 2,139
投資活動によるキャッシュ・フロー △2,727 △3,001
財務活動によるキャッシュ・フロー △5,788 1,293
現金及び現金同等物に係る換算差額 117 49
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △170 480
現金及び現金同等物の期首残高 3,286 3,115
連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額（△は減少） ― 315
現金及び現金同等物の期末残高 3,115 3,912

科　目
前事業年度

2023年4月 1 日～
2024年3月31日

当事業年度
2024年4月 1 日～
2025年3月31日

売上高 236,384 241,136
売上原価 220,115 223,796
売上総利益 16,268 17,340
販売費及び一般管理費 11,776 12,884
営業利益 4,492 4,455
営業外収益 1,674 1,571
営業外費用 432 651
経常利益 5,734 5,375
特別利益 1,625 1,408
特別損失 72 76
税引前当期純利益 7,288 6,708
　法人税、住民税及び事業税 1,790 2,015
　法人税等調整額 119 △143
当期純利益 5,377 4,836

科　目 前事業年度
2024年3月31日現在

当事業年度
2025年3月31日現在

資産の部
流動資産 111,238 105,553
固定資産 43,693 46,025
　有形固定資産 18,868 21,455
　無形固定資産 71 58
　投資その他の資産 24,753 24,511
資産合計 154,932 151,579
負債の部
流動負債 85,065 85,166
固定負債 14,894 9,795
負債合計 99,959 94,962
純資産の部
株主資本 44,656 47,707
　資本金 1,321 1,321
　資本剰余金 789 789
　利益剰余金 43,418 46,602
　自己株式 △872 △1,006
評価・換算差額等 9,947 8,616
　その他有価証券評価差額金 9,947 8,619
　繰延ヘッジ損益 △0 △3
新株予約権 369 293
純資産合計 54,973 56,617
負債純資産合計 154,932 151,579

連結/個別財務諸表（要旨）
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会社概要（2025年3月31日現在）

役員（2025年6月19日現在）

国内ネットワーク

商 号
本 社

設 立
資 本 金
従業員数

ホームページアドレス

取締役

事業所

執行役員

代表取締役 野澤　哲夫
代表取締役 浦野　正美
取締役 須賀　和徳
取締役 伊藤　明彦
取締役（社外） 大栗　育夫
取締役（社外） 佐藤　　元
取締役（社外）常勤監査等委員 森　　隆浩
取締役（社外）監査等委員 小谷　　健（新任）
取締役（社外）監査等委員 杉山　涼子

社長執行役員 野澤　哲夫＊

専務執行役員 浦野　正美＊

常務執行役員 藤倉　　諭
常務執行役員 小野　誠一
常務執行役員 須賀　和徳＊

常務執行役員 奈須野　匡
常務執行役員 伊藤　明彦＊

常務執行役員 柳田　隆治
上席執行役員 秋元　雅行
上席執行役員 田中　久義
上席執行役員 長田　博夫
上席執行役員 村田　　智
執行役員 杉井　　淳
執行役員 佐藤　智見
執行役員 吉崎　利久
執行役員 安藤　和隆（新任）

佐藤商事株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目8番1号
丸の内トラストタワーN館16階
TEL:03-5218-5311

1949年（昭和24年）2月5日
13億2,136万8,450円
連結1,057名　単体653名

https://www.satoshoji.co.jp/

※ 当社は取締役　大栗育夫氏、佐藤元氏、森隆浩氏、小谷健氏及び杉山涼子氏を
東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出て
おります。

※ ＊は、取締役を兼任する者であります。

⃝苫小牧支店
⃝札幌ライフ支店
⃝岩手支店
⃝秋田支店
⃝大館支店
⃝鶴岡支店
⃝山形支店
⃝福島支店
⃝郡山支店
⃝鉄鋼部第２課（茨城）
⃝栃木支店
⃝太田支店
⃝埼玉支店
⃝神奈川支店
⃝神奈川コイルセンター
⃝新潟支店
⃝長岡支店
⃝新潟流通センター
⃝北越支店
⃝富山支店

⃝長野支店
⃝浜松支店
⃝名古屋支店
⃝名古屋ライフ支店
⃝名古屋鋼材センター
⃝滋賀支店
⃝大阪支店
⃝大阪ライフ支店
⃝関西鋼材センター
⃝兵庫支店
⃝岡山支店
⃝岡山鋼材センター
⃝福山支店
⃝広島支店
⃝広島ライフ支店
⃝四国支店
⃝北九州支店
⃝九州支店
⃝福岡ライフ支店
⃝熊本支店

国内連結子会社
⃝日本洋食器株式会社
⃝メタルアクト株式会社
⃝佐藤ケミグラス株式会社
⃝大東鋼業株式会社

⃝冨士自動車興業株式会社
⃝阪神特殊鋼株式会社
⃝エヌケーテック新潟株式会社

海外ネットワーク
現地販売会社

合弁製造会社

国内関連会社

⃝香港佐藤商事有限公司（電子部材販売）［連結子会社］
⃝上海佐商貿易有限公司（鉄鋼・非鉄金属・電子部材販売）［連結子会社］
⃝上海佐商貿易有限公司 常州分公司（鉄鋼・非鉄金属販売/鋼材倉庫）
⃝SATO-SHOJI (THAILAND) CO.,LTD.（鉄鋼・電子部材販売）［連結子会社］
⃝SATO-SHOJI (VIETNAM) CO.,LTD.（非鉄金属・鉄鋼販売）［連結子会社］
⃝SATO-SHOJI (VIETNAM) CO.,LTD. HANOI BRANCH（鉄鋼・非鉄金属販売）
⃝SATO SHOJI ASIA PACIFIC PTE.LTD.（電子部材販売）［連結子会社］
⃝広州佐商貿易有限公司（電子部材・鉄鋼販売）［連結子会社］
⃝PT.SATO-SHOJI INDONESIA（鉄鋼・非鉄金属販売）［連結子会社］
⃝佐藤塑料玻璃（蘇州）有限公司（合成樹脂加工販売）
⃝韓国佐藤商事株式会社（電子部材・鉄鋼販売）
⃝PS DEVICE & MATERIAL INC.（電子部材販売）
⃝SATO TECHNO SERVICE (THAILAND) CO.,LTD.（工作機械の販売、機械修理サービス）
⃝SATO-SHOJI（CAMBODIA）CO.,LTD.（非鉄金属販売）
⃝SATO-SHOJI INDIA PRIVATE LIMITED（鉄鋼・非鉄金属販売）
⃝SATO SHOJI MALAYSIA SDN. BHD. （電子部材販売）

⃝YUASA SATO (THAILAND) CO.,LTD.（クランクシャフト製造）［持分法適用会社］
⃝曽我部（蘇州）減速機製造有限公司（減速機製造）
⃝UCHIDA-SATO TECH (THAILAND) CO.,LTD.（鍛造用ダイホルダー製造）
⃝THAI KJK CO.,LTD.（自動車部品製造）
⃝POLYHOSE SATO SHOJI METAL WORKS PRIVATE LIMITED（鋼材加工、製缶加工業）

⃝関根鋼材株式会社
⃝佐藤ゼネテック株式会社

⃝湘南加工株式会社

持分法適用会社
⃝株式会社井上マテリアル

会社概要/ネットワーク
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〒100-8285 東京都千代田区丸の内一丁目8番1号 丸の内トラストタワーＮ館16階
TEL：03-5218-5311　FAX：03-3286-1311

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

株式の状況（2025年3月31日現在）

大株主（2025年3月31日現在）

株式分布状況（2025年3月31日現在）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

87,000,000株
21,799,050株

6,757名

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,816 8.7
三神興業株式会社 1,590 7.6
いすゞ 自動車株式会社 1,451 6.9
佐藤商事取引先持株会 621 3.0
ＮＯＫ株式会社 619 2.9
日本シイエムケイ株式会社 612 2.9
株式会社りそな銀行 554 2.6
三原不動産株式会社 530 2.5
マーシャン持株会 516 2.5
山陽特殊製鋼株式会社 499 2.4

※ 当社は自己株式813千株を保有しておりますが、上記大株主からは除いており
ます。持株比率は自己株式（813千株）を控除して算出しております。

※マーシャン持株会は当社従業員を会員とした従業員持株会であります。

株主メモ

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 6月に開催します。

基準日
定時株主総会の議決権　3月31日
期末配当金　　　　　　3月31日
中間配当金　　　　　　9月30日

単元株式数 100株

公告方法

電子公告により行います。ただし、や
むを得ない理由により電子公告をす
ることができない場合は、日本経済新
聞に掲載します。
公告掲載URL
https://www.satoshoji.co.jp/ja/ir/announce.html

株主名簿管理人/
特別口座の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社　
証券代行部

連絡先 東京都府中市日鋼町１番地１
電話　0120-232-711（通話料無料）

郵送先

〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　
証券代行部

株式に関するお手続き
１． 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることと
なっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませ
んのでご注意ください。

２． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口
座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

■ 金融機関
■ 証券会社
■ その他国内法人
■ 外国人
■ 個人・その他
■ 自己名義

■ 金融機関
■ 証券会社
■ その他国内法人
■ 外国人
■ 個人・その他
■ 自己名義

18名
27名

262名
64名

6,385名
1名

3,815千株
246千株

9,022千株
658千株

7,243千株
813千株

（0.3%）
（0.4%）
（3.9%）
（0.9%）
（94.5%）
（0.0％）

（17.5%）
（1.2%）
（41.4%）
（3.0%）
（33.2%）
（3.7%）

所有者別
分布状況
（株主）

所有者別
分布状況
（株式）

株式の状況
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